
学校だより6月号 

めざす児童像 
・進んで学ぶ子 

・心豊かで思いやりのある子 

・元気でたくましい子 

精華町立精華台小学校

 

   下校時刻 

日 曜日 行        事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
1 日         

2 月   13:10 14:15 

3 火 
プール掃除予備日  

眼科フォロー  14:30 15:20 

4 水 陸上運動交歓記録会 14:15 15:30 

5 木 
委員会③ 合唱練習５年(4校時) 

国際交流２年                                    

田植え事前学習５年(2校時) 
14:30 15:20 

6 金 
児童集会 午後歯科検診(４年 6-3) 

水育（４年）３～５ｈ理科室 13:10 15:05 

7 土     

8 日         

9 月 プール開き  13:10 14:15 

10 火 
木津浄水場４年   

読み聞かせ（６年・わ） 14:30 15:20 

11 水 避難訓練(緊急下校)(５校時) 14:15 

12 木 
登校指導              

午後歯科検診(１年、6-4、3-1) 14:30 15:20 13:10 15:20 

13 金 
林間学習1日目 

13:10 15:05   15:05 

14 土 林間学習２日目         15:00頃   

15 日     

16 月 ５年振休 13:10 14:15   14:15 

17 火 木津川上流浄化センター４年 14:30 15:20 

18 水 田植え５年 14:15 

19 木 
陸上運動交歓記録会予備日                  

田植え予備日５年 14:30 15:20 

20 金 全校短縮校時  12:50 14:35 

21 土     

22 日         

23 月 発育測定（3・6年） 13:10 14:15 

24 火 発育測定（4・5年） 14:30 15:20 

25 水 発育測定（わ、1・2年） 14:15 

26 木 
午後歯科検診(わ、2年、3-2) 委員会④ 

にこにこ班遊び（昼・掃除時間）    

合唱練習５年(3校時) 
14:30 15:20 

27 金 
全校朝の会 防災教室４年 

午後歯科検診フォロー 13:10 15:05 

28 土     

29 日         

30 月 4年生交通安全教室(3校時)多目的 13:10 14:15 

大人は、だれも、はじめは子どもだった 

毎朝、正門で子どもたちを迎えていると、朝の気温が少しずつ高くなっていくのが分かります。そう

した中、私よりも先に、「おはようございます。」と明るくあいさつをしてくれる子、また、立ち止

まって丁寧にお辞儀をし、目と目を合わせてあいさつをしてくれる子など、子ども一人ひとりとあいさ

つを交わすわずかな時間が、私にとって素敵な１日のはじまりになっています。と同時に、子どもたち

にもすがすがしい１日のスタートになっていれば、嬉しいです。さて、最近新聞やニュースによると、

大人の自分勝手としか思えない事件が起き、心が痛みます。確かに社会は変化しつつあるように感じま

す。 

しかし、学校は現実を直視し、子どもたちに夢をもたせ、常に前向きに活動していく場です。そのた

めには、時代や社会の変化に適切に対応しながら、今も変わらないことを大切にしたいですし、本来の

子どもの姿を理解して、育んでいくことだと思います。 

たとえば、本来子どもは、  

・人や自然とのかかわりの中で学ぶ 

・体を動かすことを好む  

・好奇心が旺盛で、いろいろなことに興味をもつ 

・できるようになりたい、よりよくなりたいと努力する 

・小さな失敗を繰り返しながら、大きな失敗をしない力を身に付けていく 

・我慢を通して深い喜びを知る 

・ものごとを素直に感じとれる心がある・・・  

もちろん個人差はありますが、これらを心に留め、子ども一人ひとりの健やかな成長を培 うことに

いかしていくことが大切です。しかし、フランスの小説家アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリが書

いた「星の王子さま」の一文「大人は、だれも、はじめは子どもだった。（しかし、そのことを忘れず

にいる大人は、いくらもいない。）」のように自分も子どもだったことを忘れて、子どもが本来もって

いる様々なものを無視して育んでいるとしたら、子どもはどんな姿になっているでしょうか。そこに

は、本来子どもがもっているものを全く発揮できていない、それどころか失いかけている姿があるかも

しれません。そうだとすれば、それは私たち教師を含めた大人の責任です。 

我々が他者との良好なかかわり方を見せていなかったり、失敗をしないようにと何事にも手を出し過

ぎていたり、やりはじめたことをやめたいと言えば、いとも簡単に子どもの思いだからとすぐに同意し

たりなど、それでよいのか悩むところです。あらためて、子どもたちをどのように育んでいるか、自分

も振り返ってみたいと思います。私たち大人は、子どもの頃にもっていたものをなくしたのではなくた

だ埋もれいるだけだと思います。そうさせているのは、ものごとを損得で判断したり、先入観や思い込

みで決めつけてしまったりと、子どもの頃にはなかった感覚や思考などが優先されているからだと考え

ます。「大人は、だれも、はじめは子どもだった。」ことを思い出し、「自分が子どもだったらこうし

たいだろう」と、子ども目線でとらえながら子どものもっているよさを伸ばしたり、必要な力を育んだ

りしていきたいと思います。                       （校長 鵜澤 和幸） 

諸費の徴収について 
 ６月の諸費引き落とし日は６月１８日（水）です。６月より学校運営協力費の引き落としも始まります。

口座からの引き落としになりますので、ご確認のほどよろしくお願い致します。 



 水泳学習について 

 水泳学習が始まるに際しまして、先日学校よりお便りを配信させていただきました。各ご家

庭で、水着・水泳帽・サンダル・タオル等のご準備をよろしくお願いします。（今年度より

学校での水泳帽の購入ができなくなりました。近隣のお店で購入ください。)水泳学習では、

「プールカード」への押印(サイン×)・提出がない場合は、水泳学習に参加できませんので、必ずお子様

に持参させていただきますよう、かさねてお願い申し上げます。 

 

 ５月９日（金）～１０日（土）、三重県志摩方面に修学旅行に行ってきました。 

 １日目の志摩スペイン村では、事前に決めていた昼食を食べ、友だちと協力して活動し、笑顔がたくさん

見られました。また、宿泊先では施設内でのマナーを守りながら、バイキングや大浴場、買い物を楽しみ、

時間を見て自分たちで考えて行動する姿も見られました。 

 ２日目は、鳥羽水族館に行きました。館内は、アシカショーなどの動物のパフォーマンスや海獣の大国、

古代の海、日本の海…などのブースがあり、たくさんの気付きに触れ、海の広さや豊かさ、不思議さに出会

えたようです。昼食は、海の見える二見伊勢夫婦岩パラダイスに行きました。買い物をしたり美味しい料理

を食べたりと、最後まで満喫することができました。 

修学旅行では、事前準備からみんなで相談しながら活動を考え、自分たちでよりよい学習となるように

「人の話をしっかりと聞く」「仲間と協力する」「あいさつをする」ということを意識していました。子ど

もたちの感想にも、充実した２日間だったことが書かれており、中には「さらに見通しをもっていきたい」

など、今後の生活に活かそうとする言葉も見られました。普段から、朝の準備や体力テストのサポートな

ど、１年生に優しく声をかけて一緒に取り組む姿も見られる６年生。頼もしさを感じています。今後の学校

生活でも、精華台小学校の最高学年として活躍してくれると期待しています。 

＊熱中症について＊ 

 熱中症は、屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症することもありますが、予防法

を知って実践することで、熱中症は防ぐこともできます。学校では、①こまめな水分補給 ②日

陰やエアコンのついた場所で過ごす ③帽子の着用 ④規則正しい生活をする ことなどの話を

しています。また、暑さ指数（WBGT）を測定し、場合によっては外での活動を中止するなどの

対応を行っています。ご家庭でも声掛けをしていただけるとありがたいです。  

 人権週間では、「みんなが笑顔で過ごせるように」「よりよい生活となるように」

「人権とは」など、学年に合わせて人権について考えました。 

人権とは・・・『人が人として、その社会の規範（きはん）、ルールの中で自由に考

え、自由に行動できる権利（けんり）』です。これは、自分も友達も家族も先生も、世

界中の全ての人が生まれながらにもっている権利です。  

 一人一人が意識をし、みんなの人権が大切にできますように。そうすることでみんな

の笑顔が増えるはずです。自分も周りの人も大切にできる思いやりの心を常にもちま

しょう。そして、クラスで決めた人権宣言を一人一人が実行できるように、自分も友だ

ちも大切にできる精華台小学校をつくっていきましょう。 

わかば１組：いじめがなく みんな仲良く がんばる気持ちを持って  

      笑顔がいっぱい輝く 最高のわかば１組 

わかば２組：ふわふわことばと やさしい気もちで みんなにこにこ 

わかば３組：「ありがとう」→うれしくなる→みんなであそぶ→なかよくなる 

       →みんな大すき→かんしゃのきもちをずっともつ 

１年１組：①じゅぎょうちゅう、しずかをつくろう。 

     ②ともだちのなまえをたいせつによぼう。 

１年２組：やさしいきもち やさしいことばで みんなのこころをたいせつにしよう 

２年１組：～なかよく げん気に たのしく～ 

     人の気もちを考えて やさしいことばをつかおう。 

２年２組：思いやりをもってたすけ合う  

     一人ぼっちがいないようにフワフワことばをつかってたくさんあそぶ 

３年１組：やさしい言葉を使い ルールを守ることで 明るく楽しい学校生活 

     みんなの人生を大切にしよう！ 

３年２組：相手の気持ちを考え、笑顔でやさしい思いやりのある３年２組にしよう！！ 

４年１組：①一人一人の意見を大切にする。 ②みんながなかまで差別しない。  

     ③やさしく注意する。 ④ゆずりあいができる。 ⑤切りかえしができる。 

４年２組：三十人三十色の 元気いっぱいの ４年２組 

４年３組：やさしく思いやりの心や言葉で みんなの笑顔をみんなで守ろう 

５年１組：思いやりの気持ちで いじめをなくそう 

５年２組：き 協力して         ５年３組：な かまと 

     も もっと思いやりを大切に       か んしゃして 

     ち ちくちく言葉を使わない       よ りよく生活をおくるために 

     人の気持ちを考える５年２組       く らすみんなでがんばろう 

６年１組：二十五人二十五色 相互理解✿共感✿広い心で 一人一人の個性を尊重する。 

６年２組：思いやりの言葉で 会話のキャッチボールができるクラス 

６年３組：みんな平等 いじめなし 笑顔いっぱいの６－３ 

６年４組：３つの「あ」を大切に あたりまえのことからきっちりと 

                あたたかい笑いで 

                あかるく元気に 

  

 先日の児童集会で、今年度の児童会スローガンが発表されました。 

「We are best friends. ～みんな最高の友達～」です。一人一人違

うからこそ、考えが深まったり、楽しい思い出になったり、達成感を

味わえたり、ときにはケンカをして様々な気持ちを知ったり…、充実

した日々になると思います。そんな素敵な相手も自分も大切にしなが

ら人と繋がっていってほしいと思います。 

＊精華町教育委員会からのお知らせ＊ 
【不登校の子を持つ保護者の会】を開催します。 ～みんなでつながりませんか～ 

 親子ともに日々笑顔で過ごせるよう、同じ立場の保護者がつながり、学び、交流できる場所

をめざします。 

 詳細・申し込みについては、QRコードまたはURLからご確認ください。 

https://drive.google.com/file/d/1VPL7LhTAsVWXCyb5LKbQS4itt9u2elqe/view?

usp=sharing 

問い合わせ先：精華町教育委員会教育支援室  ☎0774‐95‐1923 


